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　感じない。 　感じない。 　やや感じる。 　冬は感じる。

　夏は分からない。
　感じている。 　感じている。 　感じている。 　感じている。

４ 平年収量
等の動き

(１) これまで

(２)

　気温の上昇度は８～９月より
も５～７月で高い。このため、生
育前半の過剰な生育は、登熟
を低下させる方向に作用すると
予想するので、気温の上昇は
収量にマイナスの要因になる
可能性は高い。このような傾向
は、隣接する九州地域でもか
なりあてはまると思う。

　ヒノヒカリの作付けの拡大
とともに作期が大きく前進
し、登熟期の高(夜)温の影
響が恒常的にみられる。
　加えて、台風のコースと
なることも多く作柄は非常
に不安定で、４年連続の不
作となっている

　「ななつぼし」など良
食味で多収性の品種
が増加し、収量水準は
上昇傾向である。
　栽培技術等の普及
により、作柄もやや安
定してきている。

　ひとめぼれ、あきたこま
ち等、各県ごとにコシヒカ
リ系統の主力品種が安定
的に作付けされている。
　施肥の手控えなど収量
よりも品質を重視した栽
培管理が定着している。

　各県ともコシヒカリが主
力品種として安定的に作
付けされている。
　施肥の手控えなど収量
よりも品質を重視した栽
培管理が定着している。

　コシヒカリの作付けの拡大と
ともに田植期が早まり（作期
の前進化）、収量水準は向上
している。
　品質重視の栽培も図られ、
長野県東信地区、山梨県峡
北地区等では、食味ランキン
グ「特Ａ」米が生産されてい
る。

　コシヒカリの作付けは徐々
に拡大しているが、ハツシモ
（岐阜県）、あいちのかおり
（愛知県）など、地域固有品種
の作付けも比較的多い。
　作期の前進化や低収量地
域の減少等により、徐々に収
量水準は向上している。

　コシヒカリ（早生）のほか、キ
ヌヒカリやヒノヒカリ（中生）等
の作付けが比較的多く、作期
の前進化や低収量地域の減
少等により収量水準は徐々に
向上している。

　温暖化が進行すれば、現在
の九州のような温度条件にな
ることも考えられる。
　すでに、高温登熟の対応と
して九州における事例解析や
対応策を参考にしてきたが、
より温暖化が進行した場合を
見据えて、同様な検討を継続
する必要がある。

　東海では、夏季の気温が高
いが収量の低下は統計結果
上では出てきていない。
　夏季の高温が収量に与える
影響は、現状では（西日本な
ど）限定的ではないか。

３ 　「検討
会におけ
るこれま
での議
論」に対
する意見
等

　地域の
水稲生産
には、温
暖化の影
響が顕在
化してい
るか。

　最近の
気象変化
につい
て、温暖
化の影響
を感じて
いるか。

　加工用途の多収品
種が一部作付けされ
るものの、全体として
は食味と品質を重視し
た品種・技術が採用さ
れる。 このため、収量
水準に大きな変化は
ないと思われる。
　ただし、食味が良く、
収量性や耐冷性に優
れる新品種の普及も
見込まれており、安定
性はやや向上する可
能性はある。

　温暖化の影響なのか不
明であるが、暖冬によりカ
メムシの越冬数が増加し
たり、越冬可能な範囲が
北上しているのではない
か。最近、カメムシの発生
で被害粒が増え、品質が
低下しているところもあ
る。

当面 ( ４
～ ５ 年
後 ) の
見 通 し

　全体的には、「コシヒカリ」や
「ヒノヒカリ」を主とする作付け
がこのまま続くだろうし、栽培
管理としては、品質（外観・成
分）制御の方向は今後も継続
すると思われるので、台風など
の被害がなければ収量水準と
してはほぼ現状と思われる。
　ただし、田植適期が非常に長
く、多様な作型が混在するた
め、一部には収量水準が向上
するものもあると思う。

　温暖化の影響で収量水準
が大きく変動することはないと
考えるが、これまでの作況試
験の結果では収量増の傾向
にあり、この傾向が続くと予想
される。
　ただし、高齢化や担い手へ
の作業集中により、生育状況
に応じたきめ細かな肥培管理
が困難になってきているた
め、ほ場によっては収量が低
下する可能性があると思われ
る。

　最近は、若干収量を抑えて
でも品質を高める指導がなさ
れており、収量水準が大きく
向上することはないと思う。
　ただし、コシヒカリ以外の多
収性の品種も奨励されてお
り、こうした品種が増加すれ
ば収量水準は上がると思う。
　なお、施肥量を少なくしてい
るため倒伏の危険性が低下
し、中干しが軽くなっているほ
場が見られるが、稲体の充実
という面を考慮すれば、気象
の影響を受けやすくなってい
ると思う。

　東北は北海道に近いと
認識している。
　元々気温の高くない地
域については、温暖化で
収量が増加するという見
方もあるが、九州のように
気温が高すぎると収量の
増加は見込めないのでは
ないか。

　コシヒカリ等の作付け拡大と
ともに作期が前進化し、登熟期
の高(夜)温の影響がやや現れ
ており、収量水準はやや停滞し
ている。

　登熟期が高温で経過するこ
とが多いので、恒常的に向上
する可能性はどうか。
　しかし、今後の技術面を考
慮すると、
①　生育後半に肥料養分を多
く補給するタイプに変わり、マ
イナスの要因をある程度カ
バーできること。
②　栽培面積が増加している
「不耕起V溝直播栽培」は、生
育後半まで植物体の栄養条
件が良く、移植栽培よりも高
温の影響を受けないこと。
　等もあるので、単収水準の
増加の可能性がないわけで
はない。

　単収水準はあまり変わ
らず、栽培指導について
は食味を良くする方向で
動くと思われる。

　現状で収量の向上に作
用すると考える技術の普
及はほとんど見られない
（特に、良食味を重視して
施肥量が減少しているこ
と、収穫作業のしやすさ
等を考慮した早期落水の
傾向など）。
　収量の向上は現状では
難しいが、大規模営農で
は米価低迷の中で収入を
上げるために、収量重視
を打ち出している。

　データを検証した上での
議論だろうし、一般にもそ
ういうことだと思う。
　ただし、九州で作況が
大きく低下しているのは、
台風や日照不足による影
響の方が大きいのではな
いか。

　関東・東山では、気温の上
昇や収量低下は、これまでの
ところ顕著には現れていない
と考える。

　地域の収量への影響につい
て、大きくは出ていないと考え
ている。
　むしろ、最近の栽培技術の
影響の方がより大きく、例え
ば、食味重視の施肥量の減
少、特別栽培米などの低農薬
栽培の増加傾向などは大きく
影響していると思う。

１

２

　気象の示す客観的デー
タや温暖化仮説などか
ら、やはり大筋で温暖化
の影響はあると考える。

　冬季の高温化に気象の変
化を感じる。
　温暖化によるものか不明で
あるが、台風、地域風、降水
の局所集中など、気象変動は
大きくなっていると思う。

　冬は暖かくなってい
るが、水稲生育期間に
ついては、過去２２年
間の気温の変化に明
らかな年次傾向は認
められない。

　北陸では、１等米比率
の低下が大きな議論と
なっている。
　しかし、夏の気温が上
昇しているというよりも、
現在の水稲の置かれて
いる生育状況（生育環
境・栽培法）、営農的条件
（生育多様性の変化、大
規模化、機械化適応型栽
培法）などの影響の方が
大きい。

　水稲生産に温暖化
の影響が顕在化して
いるとは言い難い。
　最近の収量の向上
は、栽培技術の改良
（品種、成苗機械植え
等）に、また１等米比
率の向上は、生産者
の努力によるところが
大きい。

　東北（太平洋側）の気象
には現在も「やませ」の影
響が大きい。温暖化の影
響を受け、その「やませ」
の状況に変化が起きてい
るという印象はない。

　気象データが示すとおり、
近年の夏は、明らかに暑く
なっている。

　出穂期が早まり、登熟期
が高（夜）温となっているた
めか、最近、米の品質低下
が大きい。定量的には分か
らないが、収量の低下にも
影響していると思われる。
　ただし、最近２～３年の大
不作の主要因は、登熟期
の日照不足、台風（潮風
害）、病虫害（ウンカの大発
生）によるものである。

　ヒノヒカリより多収で高温
耐性品種「にこまる」の導
入など、高温登熟障害の
軽減に向けた栽培技術が
いくつか実施され始めてい
るが、まだ広域的な普及・
定着には至っていない。
　このため、当分の間は現
状とそれほど変わらない水
準と思われる。

温暖化の米生産への影響（地域研究者からの聞き取り）

　夏場の最高気温が、恒常的
に35℃を超えるようになって
いる。

　 気温上昇は観測データから
認められる。また、以前よりも
積雪量や霧の発生日数が減
少している傾向が続いてお
り、温暖化の影響が表れたも
のと感じている。

　中国、四国地域全体につい
て、過去10年間の気温とそれ
以前の10年間の気温を比較す
ると、登熟期（８～９月）の気温
は確かに上昇している
（+0.4℃）。

　白未熟粒が発生し、１等米
比率が低下している。
　田植期が早まったことのほ
か、生育初期（５月頃）や７月
下旬～８月中旬が高温傾向
にあるため出穂期が早まり、
登熟期が高温に遭遇しやすく
なっている。
　初期生育が旺盛で、もみ数
が増加傾向にあるものの、登
熟が不十分となる後期凋落型
の生育となっている。

　生育期の気温上昇によって、
最高分げつ期や幼穂形成期、
出穂期など生育ステージは全
体的に早まっている。これは、
栄養生長期である５月や６月
の気温上昇が影響しているか
らではないか。
　品質に関しては、九州など他
地域と同じように、ほとんどの
地域で外観品質の低下（充実
不足、乳白粒など）が問題と
なってる。

　７月下旬から８月中旬に登
熟期間を迎える「コシヒカリ」
で、近年、玄米外観品質の低
下が著しい。
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